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こ
れ
か
ら
の
四
年
間
市
政
を
に
な
う
市
長
と
、
市
議
会
議
員
選
挙
は

4
月

初
日
が
投
票
日
と
決
定
、
日
日
に
告
示
さ
れ
、
市
長
は
無
競
争
、
市
議
会
議
員

の
当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
氏
名

・
年
齢

・
住
所

・
職
業

・
党
派

新
旧
別
の
順

・
敬
称
略
)

あなたと市政をむすぷ 広報うおづ

V
市
長

清
河
七
良
市
長

白

歳

北

山

無
所
属

V
市
議
会
議
員

松
野
宗
一

臼

歳

新

宿

会
社
役
員
自
由
民
主
党

長
塾
甚
正

ω歳
石

垣

農

業

自

由

民

主

党

伊
藤
甚
一

位

歳

島

尻

建

設

業

自

由

民

主

党

七
沢
秋
政

必

歳

青

島

会

社

員

日

本

社

会

党

後
藤
吉
松

日

歳

平

伝

寺

食
料
品
販
売
自
由
民
主
党

準
田
清
吉

お

歳

稗

畠

会

社

役

員

自

由

民

主

党

新

竹

内

進

お

歳

仏

国

会

社

員

公

明

党

現

本
田
正
一

日

歳

経

田

中

町

農

業

自

由

民

主

党

現

現

大
久
保
松
治

悦
歳
鴨
川
町

会

社

員

日

本

社

会

党

経

沢

稔

U
歳

浜

経

図

書

家

無

所

属

朝
野
幹
子

詑

歳

吉

島

無

職

日

本

共

産

党

新

高

島

義

信

印

歳

蛇

田

建

築

業

自

由

民

主

党

新

関

口

衛

引

歳

木

下

新

農

業

自

由

民

主

党

新

中

国

尚

弘
歳
上
口
二
丁
目

政

党

役

員

日

本

共

産

党

現

浜
多
弘
之

必

歳

中

央

通

り

米

穀

商

自

由

民

主

党

現

野
崎
栄
吉

印

歳

出

農

業

自

由

民

主

党

現

若
島
正
敬

U
歳

友

道

会

社

役

員

自

由

民

主

党

現

河

崎

浩

日

歳

金

山

谷

会

社

役

員

自

由

民

主

党

現

石
崎
七
郎

悦
歳
本
町
二
丁
目

自

営

業

自

由

民

主

党

現

宮
島
竹
二

回

歳

友

道

会

社

員

日

本

社

会

党

新現現現現

現

宮
田
只
夫

日

歳

吉

島

一

丁

目

会
社
相
談
役
自
由
民
主
党
現

石
川
庄
之
助

九
歳
本
町
二
丁
目

鉄

工

業

自

由

民

主

党

現

森
内
俊
雄

必

歳

吉

島

会

社

員

日

本

社

会

党

現

高
慶
平
之
丞
侃
歳
宮
津

会

社

員

自

由

民

主

党

現

林

満

ω歳
新
ゐ
豊
二
丁
目

会

社

役

員

自

由

民

主

党

現

沢
崎
尚
武

必

歳

北

鬼

江

新
建
材
銘
木
販
売
業
自
由
民
主
党
新

新
田
川
清
松

臼
歳
吉
野

会

社

員

日

本

社

会

党

現

田
中
光
幸

ぬ

歳

本

江

団

体

役

員

無

所

属

現

加
藤
成
司

日

歳

駅

前

新

町

団

体

役

員

民

社

党

現

浜
釜
佐
久
三

日
歳
大
光
寺

漁

業

自

由

民

主

党

新現

選
挙
当
百
の
有
権
者
は
、
三
四
、
四

五
五
人
で
投
票
率
は
、
九
一

・
三
四
軒

で
し
た
。

市
職
員
の
人
事
異
動

市
で
は
4
月
1
日
付
で
、
次
の
よ
う

な
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

新

氏

名

畑

(部

・
次
長
級
)

民
生
経
済
部
長
海
野
久
義

(議
会
事
務
局
長
)

浦
辺
忠
義

(
総
務
課
長
)

議
会
事
務
局
長

(課

長

総
務
課
長

級
)
高
瀬
宏
幸

(
水
産
課
長
)

岩
田
秀
二(
企
画
広
報
室
企
画

調
査
係
長
)

税
務
課
長

現

昨
年
7
月
か
ら
工
事

に
着
手
し
て
い
た
本
江

公
民
館
が
完
成
し
て
、

ア

3
月
お
日
に
竣
工
式
を

ノ
.

行
い
ま
し
た
。

r
l

同
公
民
館
は
、
鉄
筋

ん

b
L
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

凶
一勧堵

階
建
て
で
一
階
ピ
ロ
テ

曲目白

ィ
(
駐
車
場
)
3
6
3

一
け
・

7
8
平
方
メ
ー
ト
ル

巨
レ
を
含
め
1
、
1
8
7
・

丸、
4

1
8
平
方
メ
ー
ト
ル
の

ι都
市
型
公
民
館
で
、
近

泊

代
的
な
設
備
を
備
え
た

A
h

立
派
な
も
の
で
す
。

一メ

総
工
費
1
億
2
千
1

7
7
万
円
を
要
し
、
ホ

ー
ル
、
研
修
室
、
実
習

室
、
図
書
室
、
児
童
室
、

山

根

文

治

也

(農
政
課
庶
務
係
長
)

村
井
幸
正

(社
会
福
祉
課
長
)

尾
島
政
一(水
産
課
水
産
係
長
)

社
会
福
祉
課
長
平
野
一
夫(
会
計
課
長
)

教
育
委
員
会
佐
々
田
武
義

総
務
課
長
(
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
長
)

学
校
笠
間
課
長
菅
野
吉
隆

(
県
教
育
委
員
会
)

社
会
教
育
課
長
梅
田
孝
正

(
つ
く
し
学
園
園
長
代
理
)

市
民
会
館
館
長

商
工
観
光
課
長

水
産
課
長

" " 
懇
談
室
、
大
会
議
室
な
ど
が
あ
っ
て
、

今
後
の
地
区
住
民
の
自
治
参
加
の
場
と

し
て
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

』ーー【孟一一」
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新
魚
津
水
族
館

「
シ
ン
ボ
ル
マ

I
ク」

魚
津
市
は
、
新
水
族
館
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
を
広
く
一
般
か
ら
公
募
し
て
い

ま
し
た
が
、
応
募
総
数
加
点
の
中
か
ら

高
岡
市
伏
木
錦
町
8
の
叩
古
美
術
商
、

山
口
義
夫
さ
ん
(
臼
歳
)
の
作
品
を
採

用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
フ
ク
ラ
ギ
又
は
プ
リ

に
似
た
魚
を
上
手
に
組
合
せ
、
う
お
づ

の
「
う
」
と
水
族
館
の
「
水
」
を
表
現

し
、
図
案
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は

こ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
新
水
族
館
の

りんζ子たち表紙・

グ
帆
船
模
型
を
寄
贈
4

決
.，...&... 

A 

港
屋
繁
次
郎
氏
、

新
水
族
館
へ

|

|

..新水族館シンボルマーク

塔
屋
に
掲
げ
る
ほ
か
、
水
族
館
入
口
の

ア
l
チ
や

P
R
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど
に
も
使
用
す
る
予
定
で
す
。

応
募
者
は
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
巾
広
く
、
ま
た
、
市
内
か
ら
は
約
印

%
の
別
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
に
は
、
賞
金
3
万
円
、
佳

作
に
選
ら
ば
れ
た
4
人
の
方
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
5
千
円
を
、
ま
た
応
募
者
全
員

に
は
現
水
族
館
の
入
場
券
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
(
敬
称
略
)

マ
佳
作
入
賞
者

魚
津
市
北
鬼
江
1
5
3
1
2

篠
智
美
日

西
砺
波
郡
福
岡
町
本
領
3
9
9
1
1

居
島
外
美
治

富
山
市
堤
町
通
り
2
|
3
l
u

高

島

謙

三

富
山
市
松
若
町
幻

l
m蓑
島

こ
の
ほ
ど
港
屋
繁
次
郎
氏
(
黒
部
市

生
地
経
新
4
3
6
7
)
が
長
さ
U
m
、

巾

ω
側
、
高
さ
は

m
、
重
量
初
旬
の
巨

大
な
帆
船
模
型
「
大
日
本
丸
」
を
寄
贈

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

日
年
4
月
新
水
族
館
開
館
と
同
時
に
、

展
示
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

小
雪

吉島ミ二パスケットボール
スポーツ少年団

指導者 柳原よし子

りんごの花に包まれだ吉島小学校

の体育館にこだまする元気なかけ声、

吉島ミ二バスケットボールスポーツ

少年団ガ結成されてから早3年目を

迎えましだ。県より「体力づくり推

進校」として、スポーツ少年団ガ発

足、学校、父兄、子供だちが一体と

なり、体力づくりに励んでいます。

吉島ミ二バスケットボールスポーツ

少年団も、団員48名ガ4個のボール

から伝わるチームワーク、暖かい友

情など健康そのものです。現在ミ二

バスケットボールスポーツ少年団は、

魚津では大町と吉島だけですが、他

の学校にもミ二バスケットボールチ

ームガ出来、市のリーグ戦ぐらいで

きだらなあ・・・・・・と子供だちと話し合

っています。他の枝下の皆さんミ二

パスケットボールスポーツ少年団を

結成してくださいませんか・・・・・・・・・。

日
年
富
山
県
総
合
防
災
訓
練
が
、
富

山
県
と
魚
津
市
が
合
同
で
、

5
月
幻
日

ω午
前
8
時
初
分
か
ら
正
午
ま
で
魚
津

市
内
の
四
会
場
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
く
防
災
計
画
に
従
っ
て
、
発
生
が

予
想
さ
れ
る
各
種
災
害
へ
の
応
急
対
策

活
動
の
円
滑
化
と
、
県
・
市
及
び
防
災

関
係
機
関
相
互
の
有
機
的
か
つ
効
果
的

な
協
力
体
制
の
、
万
全

一

一

を

図

る

こ

と

を

目

的

と

一

転

R
し
て
い
ま
す
。

一

昨

午

前

8
時
去
、

富

一
抽
出
伊
山
湾
に
地
震
が
発
生
、

一

コ

コ

同

一
代
一
魚
津
市
で
は
、

震
度
6

一

ξ

d

(
烈
震
)
を
記
録
し
た
。

一
斗
児
こ
の
た
め
市
街
地
で
は
、

一

、

I
家
屋
が
倒
壊
し
数
か
所

一

-

一
E
か
ら
火
災
が
発
生
、
電

仁

公

ゆ

力

、

通

信
、
水
道
、
施
設

目
。
可
等
の
破
損
が
続
出
し
た
。

幻

一

な

お

、

魚

津

港
で
は
、

月

一

漁

船
が
損
傷
、
火
災
等

FO

発
生
、
ま
た
一
方
数
日

来
の
大
雨
で
早
月
川
が

増
水
し
、
破
堤
の
お
そ
れ
が
で
て
来
た

と
の
想
{
疋
で
、

マ
第
1
会
場
|
川
縁
、
魚
津
製
作
所
敷

地

マ
第
2
会
場
l
早
月
川
右
岸

マ
第
3
会
場

l
魚
津
港
南
地
区

(上
口

補
助
港
)

マ
第
4
会
場
|
新
宿
、
双
葉
町
周
辺
の

四
か
所
で
訓
練
を
開
始

し
ま
す
。

訓
練
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

第
1
会
場
で
は
、

m務
災
行
政
無
線

通
信
②
情
報
連
絡
通
信
③
浄
水
④
炊
き

出
し
⑤
非
常
通
信
⑥
給
水

φ
火
害
警
備

通
信
③
初
期
消
火
⑨
油
火
災
消
火
命
緊

急
送
電
⑪
通
信
復
旧
⑫
緊
急
物
資
輸
送

⑬
重
傷
患
者
空
輸
⑬
医
療
品
空
輸

第
2
会
場
、
①
水
防
②
孤
立
者
救
出

③
列
車
事
故
防
止

第
3
会
場
、
①
架
橋
②
衝
突
浸
水
船

救
助
③
漁
船
火
災
消
火
及
び
負
傷
者
つ

り
上
げ
救
助

第
4
会
場
、
①
避
難
②
人
命
救
助
③

救
護
④
救
助
⑤
パ
ス
事
故
防
止
⑥
密
集

地
火
災
消
火
⑦
救
出
③
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

事
故
防
止

(3) 
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日

マ
見
学
コ

l
又

↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
虎
谷
金
鉱
↓

一
般
コ

l
九

‘市
役
所
↓
消
防
署
↓
虎
谷
部
落
(
畳
食
)
↓
角
川
ダ
ム
↓
石
の

百
楽
荘
↓
総
合
体
育
館
↓
魚
津
果
樹
分
門
↓
室
田
の
三
信
徒
の
碑
↓
稗
畠
の
焦

場
↓
経
団
漁
準
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
柿
↓
坪
野
の
つ
な
ぎ
が
や
↓
石
垣
遺
跡

天
神
山
城
跡
(
畳
食
)
↓
学
校
給
食
セ
↓
東
化
工
片
員
川
発
電
所
↓
合
口
用
水

ン
タ
|
↓
西
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
↓
角
川
円
筒
分
水
器
↓
上
水
道
横
枕
滅
菌
室

τ

ダ
ム
↓
水
族
館
↓
埋
没
林
自
然
博
物
館
高
円
堂
用
水
路
↓
歴
史
民
俗
資
料
館
↓

↓
勤
労
青
少
年
ホ
'l
ム
↓
市
役
所
(
座
天
神
山
城
跡
(
反
省
会
)
↓
市
役
所
(
解

談

会

)

解

散

散

)

歴
史
文
化
財
A
コ
l
ス
(小
学
校
5
・

歴

史

文

化

財

B
コ
l
ス

(
小
学
校
1

滅
菌
室

τ合
口
用
水
円
筒
分
水
器
↓
石

6
年
中
学
生
対
象
)
市
役
所
↓
埋
没
林

1
4
年
対
象
親
子
責
任
者
同
伴
)
市
役
垣
遺
跡
↓
大
音
主
馬
の
幕
↓
総
合
体
育

自
然
博
物
館
↓
水
族
館
万
灯
台
↓
高
葉
所
↓
大
徳
寺
J
経
団
漁
港
↓
小
川
寺
↓
館
↓
魚
津
果
樹
分
場
↓
消
防
署
↓
水
族

歌
碑
↓
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
↓
富
山
職
歴
史
民
俗
資
料
館
↓
天
神
山
城
跡

(畳

館
万
灯
台
↓
埋
没
林
自
然
博
物
停
↓
市

業
訓
練
短
期
大
学
校
↓
早
月
上
野
遺
跡
食
)
↓
高
円
堂
用
水
路
↓
上
水
道
横
枕
役
所
(
反
省
会
)
解
散

資

み

価

続

物

を

者

引

林

き

費

農

着

消

て

び

落

の

つ

及

応

分

よ

工

一

昇

に

商

は

上

げ

で

品

の

上

円

製

価

値

す

一

油

物

の

ま

下

石

売

金

い

県

。

却

料

て

日

す

、

共

し

m
ま

は

公

示

月

い

降

、

を

毎

て

以

と

相

、

し

月

り

様

は

査

4

返

の

で

調

、

ね

り

県

を

の

は

が

山

格

の

の

上

富

価

も

へ

値

の

た

格

き

生活必需物資価格動向調査

物資名 規 格 日4召手月口5平4均王手 日4召手月口5平5均正手

庖頭 18t 638円 1，395円
灯

自己 18 t 669 1，413 

達 200 t 6，907 15，558 
?由

ローリー売1t 34 77 

レギュラー 現金売 1 t 109 157 

ガソリン 掛売 1 t 109 156 

現金売 1 t 64 109 
軽 油

掛売 1 t 62 107 

5 m] 1，731 2，553 
L P カ。ス

10m] 3，419 5，059 

トイレットペーパー 故1紙 4個55組 193 190 14mm X 55mm 

洗濯用洗剤 合成洗剤2.6粒5状kg 700 759 

砂 糖 ポリ袋上白1kg 229 271 

サラダ油 ビン入り 1，650g 497 523 

牛 肉 もも 100 g 329 349 

ま ろ 刺身 100g 372 439 

しょ うゆ ビン入り 2.0t 471 497 

麦 粉 薄力一等粉1kg 164 181 

@
コ
ー
ス
は
天
候
や
参
加
者
の
年
齢
な

ど
に
よ
っ
て
多
少
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

マ
実
施
日

一
般
コ

l
ス

5
月
初
日
附

・
6
月

μ
日

ω・
9
月
5
日
働

-m月
3
日
幽

お
人
乗
り
四
回

文
化
財
A
コ
ー
ス

7
月
鈎
日
閃

・

お
人
乗
り
一
回

文
化
財
B
コ
ー
ス

8
月
刊
日

ω
-

m人
乗
り

一
回

マ
申
込
み
方
法

個
人
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
は
が
き

に
住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
職
業

・
電
話

番
号

・
希
望
コ
ー
ス
と
月
日
等
を
記
入

の
う
え
申
込
む
。

団
体
参
加
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の

住
所

・
氏
名
・
年
齢

・
職
業

・
電
話
番

号

・
参
加
団
体
名
な
ど
を
書
い
た
名
簿

を
提
出
し
て
申
込
む
。

マ
申
込
み
先
干
9
3
7

魚
津
市
釈
迦
堂
一
丁
目
印
番
1
号

魚
津
市
企
画
広
報
室
宮
内
線
2
3
8

マ
申
込
み
締
切
り

6
月
実
施
ま
で
は
、

5
月
初
日

ω、

7
月

l
m月
実
施
ま
で
は
、

7
月
日

日
刈

マ
参
加
費
な
ど

参
加
費
は
無
料
と
し
ま
す
が
、
畳
食

お
茶
な
ど
は
各
自
持
参
す
る
こ
と
。

そ
の
他
エ
ン
ピ
ツ
等
筆
記
用
具
を
持
参

す
る
こ
と
。

申
込
み
の
多
い
場
合
は
、
回
数
を
増

す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

(4) 

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
|
|
」

「
l

審
議
会
委
員
の
選
挙
|
」

ー

立
候
補
受
付
は
、

5
月
日
日
か
ら

M
固
ま
で

|

加
積
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議
会
委

員
の
任
期
が
、
来
る
6
月
げ
日
で
満
了

し
ま
す
の
で
、
次
の
日
程
に
よ
り
選
挙

を
行
い
ま
す
。

O
選
挙
人
名
簿
の
確
定
及
び
、
選
挙
す

べ
き
委
員
の
数
の
公
告
は、

5
月
日

日
で
す
。

0
立
候
補
及
び
立
候
補
推
薦
届

事
業
施
行
地
区
内
の
宅
地
所
有
者
及

び
、
借
地
権
者
の
う
ち
法
令
に
特
別

の
定
め
が
な
い
者
以
外
は
、
だ
れ
で

も
立
候
補
届
や
、
他
の
選
挙
人
の
承

諾
を
得
て
、
立
候
補
推
薦
屈
を
提
出

し
、
候
補
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す。

O
法
人
の
選
挙
権
行
使
指
定
者
の
届
出

選
挙
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ

の
法
人
が
指
定
す
る
証
明
書
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

O
投
票
日
は

6
月
日
日
で
す

ヘ市
広
報
4
月
号
で
投
票
日
は
、
6
J

一月
刊
日
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
6
一

一月
日
日
の
誤
り
で
し
た
の
で
訂
正

一

f

し
ま
す
。

」

※
届
出
受
付
は
、
市
役
所
都
市
計
画
課

で
行
い
ま
す
。
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¥
一一:1》
国
防
四
国
語
図
図

g
g
L

E
g
g設
初
判
関
幽
探
ω
問山

M
g段
溺
ぬ

キ
ュ
ー
バ
女
子
来
日
ノ
・

国
際
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合

マ
会
場
市
総
合
体
育
館

マ
入
場
料

A
席

3
0
0
0
円

B
席

2
0
0
0
円

な
お
、

B
席
に
か
ぎ
り
、
小
中
学

生
用
は
、

5
0
0
円
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、

4
0
0
名
分
ま
で
。

マ
入
場
券
発
売
場
所

教
育
委
員
会
体
育
課
・
総
合
体
育

館
・
市
内
ス
ポ
ー
ツ
庖
、
(
太
陽
ス

ポ
ー
ツ
、
三
和
ス
ポ
ー
ツ
、
マ
ツ

シ
マ
ス
ポ
ー
ツ
)

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
体
育
協
会
事

務
局
(
市
総
合
体
育
館
内

g
n
ー
1
2

6
3
)
ま
た
は
、
市
教
育
委
員
会
体
育

課

(
g
nー

2
2
0
0
内
線
3
1
0
)

ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭和55年 5月1日発行

こ
の
た
び
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
水
準
を
も
っ
、
全
日
本
女
子
と
キ
ュ

ー
バ
女
子
と
の
国
際
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
試
合
が
、
当
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

す
ば
ら
し
い
技
術
、
妙
技
の
ぶ
つ
か

り
あ
う
、
迫
力
あ
ふ
れ
る
こ
う
し
た
試

合
は
、
地
方
で
は
、
面
前
で
な
か
な
か

み
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
体
育
協
会
は
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
、
今
後
も
、
こ
う
し
た
計
画

を
た
て
て
い
ま
す
。

マ
事
業
名

国
際
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合
全
日
本

女
子
対
キ
ュ
ー
バ
女
子
魚
津
大
会

(
全
日
本
女
子
対
キ
ュ
ー
バ
女
子
)

マ
日
時

6
月
5
日
附
午
後
6
時
よ
り

広報うおづ

.'79国際/，レーポール試合

市
民
テ
ニ
ス

ス
ク
ー
ル
開
催

市
民
の
体
力
増
強
と
テ
ニ
ス
の
基
礎

技
術
修
得
を
目
指
し
今
年
度
初
め
て
、

市
民
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
を
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
と
あ
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

マ
期
日

5
月

n日
よ
り
7
月
刊
日
ま

で
の
毎
週
木
曜
日
、
午
後
7

時
か
ら
8
時
初
分
ま
で
、
計

8
回
開
催
ι

市
総
合
体
育
館

一
般
男
女

ジ
ュ
ニ
ア

マ
会
場

マ
対
象

小
学
生

(
3
年

生
以
上
中
学
生
ま
で
)

マ
受
講
料
一
般

5
0
0
0
円

ジ
ュ
ニ
ア

3
0
0
0
円

(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料

を
含
む
)

マ
申
込
み
方
法
ジ
ュ
ニ
ア
の
申
込
み
は
必
ず

父
兄
の
承
諾
を
要
し
ま
す
。

マ
申
込
み
先市
教
委
体
育
課
又
は
、
市
庭

球
協
会
事
務
局
(
マ
ツ
シ
マ

ス
ポ
ー
ツ
)
へ
、
申
込
み
く

だ
さ
い
。

一
般
加
名

ジ
ュ
ニ
ア
初
名
(
先
着
順
)

マ
定
員

ー

5
月
の
総
合
体
育
館
利
用
日
程
|

ブ

ル

ガ

リ

ア

サ

ー

カ

ス

一

般

男

女

バ

ス

ケ

ッ

ト

選

手

剣

道

大

会

(

大

体

一

日

)

権

大

会

市
連
青
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
同
日
同
春
季
車
球
大
会
(
中
体
一
日
)

会
(
大
、
中
体
一
日
)
リ
ズ
ム
体
操
教
室
一

1
日
、
日
日
、

日
・
お
日
同
第

n回
富

山

県

辺

日

、

m日

女性バレーボール
クラブ員募集

11 4 2 
日日日
(日)(日)幽

私
た
ち
魚
津
ク
ラ
ブ
は
、

数
年
間
に
わ
た
り
活
動
し
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
青

年
魚
津
ク
ラ
ブ
と
、
マ
マ
さ

ん
魚
津
ク
ラ
ブ
に
わ
か
れ
て

活
動
し
て
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
機
会

に
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

経
験
者
を
募
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

多
く
の
方
々
の
入
部
を
お

願
い
し
ま
す
。

マ
資
格

青
年
の
部
、
年
齢

マ
練
習
日

川仏
歳
ま
で
。

マ
マ
さ
ん
の
部
、
年
齢
お
歳

よ
り
何
歳
ま
で
も
可
錦
町

・
両
チ
ー
ム
共
に
、
学
生

時
代
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
の
経
験
の
あ
る
方
。

・
週
二
回
の
練
習
に
確
実

に
参
加
出
来
る
方
。

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
情
熱

の
あ
る
方
。

毎
週
火
曜
、
金
曜
日
、
午

後
7
時
初
分
よ
り

総
合
体
育
館

マ
場
所

6
月
の
歩
-
-
う
会

6
月
の
歩
こ
う
会
は
、

1
日
に
松
倉

城
跡
へ
行
き
ま
す
。

電
鉄
魚
津
駅
午
前
8
時

ω分
発
、
鹿

熊
行
き
の
パ
ス
に
乗
り
ま
す
。

参
加
者
は
、
午
前
8
時
初
分
ま
で
に

電
鉄
魚
津
駅
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

(
畳
食
持
参
)

期間11月日日5 3 6 富の時止すを中まし
d知せかおららコ

体総メ育館日入

マ
連
絡
方
法

浦
山
広
子
(
宮
辺

1
0

6
0
6
)
 

藤
本
良
子
(
宮
辺
|

1

0
2
4
)
 

(5) 
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年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第

3
木
曜
日
に
、
市
民
相
談

室
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

今
月
の
相
談
日
は
、
同
日

で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
現
況
屈
は出
し
ま
し
た
か
/

国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
母
子

・
準

母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、
寡
婦
年
金
を

受
け
て
い
る
方
は
、
5
月
白
日
ま
で
に

「
現
況
届
」
を
市
町
村
役
場
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
も
う
届
出

は
す
ま
さ
れ
ま
し
た
か
。

こ
の
届
出
は
、
あ
な
た
や
家
族
の
状

況
に
変
化
が
な
い
か
確
認
し
、
引
続
き

年
金
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ

る
大
切
な
届
で
す
。

も
し
、
届
の
提
出
を
忘
れ
た
り
し
ま

す
と
、

9
月
期
以
降
の
年
金
の
支
払
が

止
ま
り
ま
す
の
で
、
必
ら
ず
期
日
ま
で

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
す
で
に
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

昨
年
6
月
以

降
に
新
た
に
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
方
は
、
こ
の
屈
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
送
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

-もう一度チェックしましょう

年金は、長い間保険料を納めて、はじめて受

取る権利ができます。 もし、加入の届をしなか

ったり、長い間滞納していると、加入期聞が足

りなくなって、年金をうけられなくなります。

納め忘れの保険料がないか、もう 一度、自分の

年金をチェ ックしましょう 。納め忘れの保険料

があ ったら、できるだけ早 〈納めましょう 。

ね
ん
き
ん
標
語

か
け
よ
う
年
金

守
ろ
う
老
後

だくれがま 納悶回 |

さい ない がたし 5年度5 ーAデ W品金E年【Z 

。今か 、納基Tの発さ了 忘一た生5度分4 く確度晶“は 保

かめて 納忘や れ 戸Lさ。、め市ず、、 fL t土h・、 料険 l | 

一ーー一一一一ー一一←一一一←一一ー←ー一一一ー一一一ーーー 一一 一一 一ー ーー ーー ーー ーー ...J 

.引越し・結婚・就職などのときは手続が必要

です

引越しをしたときは、住民票の手続といっし

ょに国民年金の手続もしてください。保険料を

銀行で自動払いしている人は、銀行の手続も忘

れないように。

結婚 ・離婚などで氏名が変ったときは 「氏名

変更届」 、就職して厚生年金に加入したときは

「資格喪失の届J 、退職して国民年金に加入す

るときは 「資格取得の届」 をします。

幅
閣
瞳
輝
燃

〈
相
談
内
容
〉

こ
ん
ど
、
会
社
を
か
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
場
合
、
前
の
会
社
で
加
入
し
て
い

た
厚
生
年
金
保
険
の
期
間
は
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。

〈固定回〉

(通

→!←こんどの会社

厚生年金

算)

夢
中
勾

7

ι
P
1
4

金
義
一
ぺlリ

、
う
や回
開PI
--h
-

恒
男

属
殺
臨
時
団
塊
一
吟
務
自

，

--

iiJ四
?φ
国

一
長
官
-

一一
-注
¥
一
通

一稔ー

臨
時

i
i-
rL

I
--
一I
'
d与
y
d
E

↑

一挙

t

一

厚
生
年
金
保
険
は
、
会
社
を
か
わ
っ

て
も
。
そ
の
間
の
厚
生
年
金
保
険
の
加

入
期
間
は
、
す
べ
て
通
算
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
勤
め
た
期
間
の
記
録
は
、
す

べ
て
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
番
号

に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

番
号
は
、
は
じ
め
て
厚
生
年
金
保
険
に

加
入
し
た
と
き
に
出
さ
れ
、
生
涯
か
わ

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、勤
め
先
の
会
社
が
か
わ
り
、

別
の
会
社
に
就
職
し
た
と
き
は
、
あ
な

た
が
お
持
ち
の
年
金
手
帳
(
又
は
被
保

険
者
証
)
を
会
社
に
提
出
し
、
そ
の
番

号
に
よ
っ
て
ふ
た
た
び
、
前
の
会
社
の

加
入
期
間
は
新
し
い
会
社
の
加
入
期
間

に
引
き
つ
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

前の会社

一議
感
毅
髪
髪
6

-一一一一一一一一=一一言
G
Z一一一一一三一一
一

一委
後
縄
順
潮
灘
消
一
人

経
団
漁
協
前
の
道
路
整
備
の
た
め

い
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
経
団
地
区
の
交

~
通
規
制
は
、
4
月
幻
日
側
か
ら
実
施
さ

川
れ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
大
型
貨
物
及

〉
ぴ
大
型
特
殊
車
両
は
経
団
の
町
の
中
を

~
通
り
ぬ
け
で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
部
分

い
的
に
駐
車
禁
止
、
速
度
規
制
も
実
施
さ

~
れ
ま
す
の
で
、
別
図
を
参
考
に
し
て
く

J

だ
さ
い
。

~
a
司
交
通
規
制
図

ノkー魚海高
~... ~.中
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一一料

燃
え
よ
人
生
/
本
と
の
ふ
れ
あ
い
:
②

赤
ち
ゃ
ん
と
本

赤
ち
ゃ
ん
は
、
早
け
れ
ば
生
後
8
1

mか
月
ご
ろ
か
ら
絵
本
に
関
心
を
も
ち

始
め
る
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
早
い
遅
い
よ
り
も
、
そ
の

下
地
を
作
る
こ
と
の
方
が
、
大
切
で
す
。

身
の
ま
わ
り
に
美
し
い
絵
本
の
あ
る

環
境
と
、
本
の
す
き
な
お
と
な
が
身
近

か
に
い
る
だ
け
で
、
ご
く
自
然
に
、
本

の
楽
し
さ
の
中
へ
入
っ
て
い
け
る
も
の

で
す
。お
と
な
が
美
し
い
と
思
い
、
感
動
し

た
本
を
、
も
う
一
度
、
赤
ち
ゃ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
、
感
動
を
わ
か
ち
あ
っ
て
く

だ
さ
い
。

早
く
か
ら
、
美
し
い
絵
本
に
接
し
て

い
る
こ
と
で
、
も
の
の
形
や
色
、
こ
と

ば
に
対
す
る
感
民
見
が
養
わ
れ
、
想
像
力

が
育
っ
て
い
き
ま
す
。

絵
本
と
の
出
あ
い
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に

と
っ
て
、
貴
重
な
体
験
の
一
コ
マ
で
す
。

「
い
な
い
い
な
い
ぱ
あ
」
(
松
谷
み
よ
子

作
)ね
こ

・
く
ま

・
ね
ず
み
な
ど
の
動
物

が
、
「
ば
あ
」
と
い
っ
て
顔
を
み
せ
ま
す
。

日
本
の
伝
承
あ
そ
び
を
巧
み
に
つ
か

っ
た
0
歳
児
の
本
で
す
。

「
あ
か
の
ほ
ん
」
(
五
味
太
郎
作
)

に
ん
じ
ん

・
き
ん
ぎ
ょ

・
し
よ
う
ぼ

う
し
ゃ
な
ど
、
ペ
ー
ジ
を
あ
け
る
と
赤

い
も
の
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
と
び
出
し
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
い
ろ
」
(
長
野
博
一
作
)

き
れ
い
な
色
彩
の
絵
本
で
す
。
赤
ち

ゃ
ん
に
、
あ
ざ
や
か
な
印
象
を
よ
び
さ

ま
す
で
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
に
、
っ
フ
ル
l
ナ
の
子
ど
も

が
は
じ
め
て
で
あ
う
絵
本
」
「
赤
ち
ゃ
ん

の
フ
ァ
ー
ス
ト
ブ
ッ
ク
」
「
松
谷
み
よ
子

赤
ち
ゃ
ん
の
本
」

な
ど
の
シ
リ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
本
の
あ
る
ゆ
た
か
な
環
境

を
つ
く
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
は
、
ひ
と
り
3
冊
2
週
間

で
、
無
料
で
す
。

川
柳
教
室

。
と

き

5
月
7
日
附

午
後
l
時
初
分
1

3
時
初
分

O
と
こ
ろ
魚
津
市
立
図
書
館

。
課
題
「
滝
」
と
「
雑
詠
」

O
講

師

木

村

喜
見
城
先
生

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申
緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
を

⑧
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、
年
2
回

退
治
し
て
美
し
い
自
然
を
守
ろ
う
。

発
生
し
て
、
一
期
に
一
ぴ
き
二
千
個
の

緑
を
く
い
荒
す
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
卵
を

ω
i
mか
所
に
分
散
し
て
つ
け
る

ト
リ
の
発
生
す
る
時
期
と
な
り
ま
す
。
と
言
わ
れ
ま
す
。
翌
年
へ
は
「
サ
ナ
ギ
」

今
年
も
緑
の
大
敵
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。
の
ま
ま
越
冬
し
、

5
月
の
上
、
中
旬
に

防
除
は
と
な
り
近
所
が
共
同
し
て
行
羽
化
し
て
幼
虫
と
な
り
、
か
き
、
さ
く

う
と
大
変
効
果
が
あ
り
ま
す
。
あ
な
た

・暴

露

撃

機

撃

ー

の
家
の
周
辺
の
樹
木
に
幼
虫
が
発
生
し

悼
収
機
務
瀦
錨
鎖
綴
織
鱗
盤
強
綴
L

て
い
な
い
か
よ
く
見
て
く
だ
さ
い
。

ー
繍
繍
綴
綴
綴
線
機
綴
綴
織
綴

発
生
し
て
い
た
ら
次
に
よ
り
防
除
し
ま
ら
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
に
大
き
な
被
害
を
与

し

よ

う

。

え

ま

す

。

マ
巣
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
切
り
取
っ
て
、
マ
「
け
む
し
」
が
樹
木
全
体
に
ひ
ろ
が

葉
の
う
ら
や
、
く
も
の
巣
状
の
中
に
っ
た
ら
、
薬
剤
撒
布
で
防
除
し
ま
し

い
る
幼
虫
を
一
ぴ
き
残
ら
ず
踏
み
つ
よ
う
。

す
か
、
焼

き

捨

て

る

。

※

防

除

時

期

は

、

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
/
。

5
月
の
お
し
ら
せ

6
日

ω
こ
ど
も
会

と
し
よ
か
ん
の
な
か
ま
集

合
ノ
ゲ
ー
ム
、
か
み
し
ば

い
な
ど
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
。

3
じ
か
ら
、
が
く
し
ゅ
う

し
つ
で
ひ
ら
き
ま
す
。

問
日
刊
ナ
ゾ
ナ
ゾ
・
ク
イ
ズ
/

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

農
用
地
区
域
か
ら
の

除
外
申
請
受
付

市
で
は
、
必
年
度
に
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
を
つ
く
っ
て
、
生
産
基
盤
の

確
保
等
農
業
の
健
全
な
発
展
を
図
っ
て

き
ま
し
た
が
、
農
地
を
所
有
し
て
い
る

方
で
、
や
む
を
得
ず
農
用
地
区
域
か
ら

の
除
外
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
申
請
さ
れ
る
様
お
願
い
し

ま
す
。
1
、
農
地
転
用
基
準
に
合
致
し
て
い
る

こ
と
。
(
優
良
農
地
は
不
可
)

2
、
変
更
後
の
農
用
地
区
域
の
集
団
性

が
保
た
れ
る
こ
と
。
(
田
ぽ
の
真
中
は

不
可
)

3
、
土
地
改
良
事
業
な
ど
で
、
土
地
基

盤
整
備
事
業
を
計
画
中
の
も
の
や
、

実
施
中
の
も
の
。
又
は
完
了
し
た
農

地
で
な
い
こ
と
。

1
回
目
が
6
月
上
旬
i
7
月
上
旬

2
回
目
が
8
月
上
旬
1
9月
下
旬

防
除
方
法
は
、
噴
霧
機
で
け
む
し
に
か

け
る
。
。
大
き
い
け
む
し
に
は
、
D
E
P乳
剤

千
億
液

(
D
E
P乳
剤
百
∞
に
水
川
リ

ッ
ト
ル
)

。
小
さ
い
け
む
し
に
は
、

D
E
P乳
剤

附
倍
液

(
D
E
P乳
剤

m
∞
に
水
間
リ

ッ
ト
ル
)

薬
剤
は
、
市
で
無
料
交
付
し
ま
す
。
又

防
除
機
械
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま

す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
み
は

市
役
所
農
政
課
(
内
線
2
8
4
)
へ
ど

う
ぞ
。H

H
6
月

1
日
よ
り
H
H

な
お
農
用
地
か
ら
の
除
外
地
で
な
い

と
農
地
の
転
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
又
申
請
さ
れ
る

と
き
は
、
事
情
を
き
き
た
い
の
で
、
本

人
が
持
参
の
う
え
次
に
よ
り
提
出
く
だ

さ
い
。
マ
受
付
期
間

6
月
1
日
1
6
月
初
日

マ
受
付
場
所
市
役
所
農
政
課

マ
添
付
書
類

ω
申
請
地
の
土
地
謄
本

ω
申
請
地
付
近
見
取
図

ω
建
物
等
の
配
置
図

ω
申
請
地
の
公
図

ω
土
地
改
良
区
の
同
意
書

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
農
政
課

(
内
線
2
8
3
番
)
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

(7) 
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il~ 
陸
5
月
j
6
月

V
母
親
学
級
(
B
コ
l
ス
)

広報うおづ

マ
今
月
の
内
容

・
映
画
H
産
後
の
健
康
、
家
族
計
画
。

・
歯
の
衛
生
H
丈
夫
な
歯
は
、
妊
娠
中

に
作
ら
れ
る
0

.
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
0

・
妊
婦
の
栄
養
診
断
。

・
分
燃
の
生
理
(
医
師
)

.
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
。

映
画
、
も
く
浴
、
衣
服
、
あ
つ
か
い

方
な
ど
。

マ
昼
食
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
産
休
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

あなたと市政をむすぷ

V
乳
児
検
診

月6 6 2月5 2 月8 5 
月

(1d日 l村日 (，f;)日 日

H1i寺0Htld9寺F 可 H21寺i午後li 寺 112寺llZf時t1 F t 
ム日寸寺0ι 

8 
自aで白t3 

乳2毎るに児 までにA8日MケV臼3 AR i ι 
対

か

月
象児

3 3 

11 11 所健{呆 4魚1¥、 ~ 
t暴

マ
三
か
月
児
検
診
時
に
、
股
関
節
脱
き

ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
か
月
児
検
診

マ
お
子
さ
ん
愛
用
の
お
も
ち
ゃ
及
び
、

歯
ブ
ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
三
歳
児
検
診

6 5 5 
月月 月 月

4 21 7 日
制 日 刷 日 制 日

5 4 4 
月 月 月
3 31 323 330 対
歳日 歳 日 歳 日

にま にま にま
なで なで なで

幼る児に
つに つに

幼た児 幼た児
象

マ
場
所
H
魚
津
保
健
所

マ
受
付
H
午
後
1
時
i
2
時

V
上
半
期
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

マ
該
当
者

(
1
回
目
)
H
M
年
7
月
1
日
生
れ
i
日

年
1
月
白
日
生
れ
。

(
2
回
目
)
H
M
年
2
月
1
日
生
れ
i
日

年
6
月
初
日
生
れ
。

(
そ
の
他
)
H
三
歳
児
で
、
ま
だ
2
回
飲

ん
で
い
な
い
幼
児
。

マ
実
施
日
程

(
該
当
日
に
都
合
の
悪
い
方
は
、
い
づ
れ

の
日
程
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
)

月5 月 月5 
月5 月

13 8 7 6 
日 日 日 日 日

(必 (村 (村 (必

総

上野方松倉 1積上中鳥m 
吉{主本江 村木

ざ 該

ら
片貝布西施 大町

当

L、 t也

天神 経団
下道 区

市民館会
~ 三

11 11 11 

場

マ
注
意
事
項
H
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防

接
種
後
1
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
幼

児
は
、
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与
は
で
き

ま
せ
ん
。

マ
受
付
時
間
H
各
日
と
も
午
後
1
時
初

分

1
2
時
。

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)
予
防
接
種
実
施

マ
実
施
場
所
H
市
内
の
か
か
り
つ
け
の

医
師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者
H
二
歳
児
を
中
心
に
生

後
回
か
月
か
ら
お
か
月
に
至
る
期
間
内

で
、
年
中
金
大
施
し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法
H
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。
(
な
お
、
手
元
に
接
種
券

を
持
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に
受
け
ま

し
ょ
う
。)

マ
料
金
無
料

マ
注
意
事
項
H
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

後、

1
か
月
を
経
過
し
て
い
な
い
幼
児

は
ハ
シ
カ
予
防
接
種
は
で
き
ま
せ
ん
o

v日
本
脳
炎
予
防
接
種

マ
接
種
の
対
象
及
び
方
法

三
歳
i
十
五
歳
ま
で
の
人
を
対
象
と
す
る
。

.
初
回
接
種
H
7
日
i
U
日
間
隔
で
2

回
接
種
。

・
追
加
接
種
H
初
回
接
種
の
翌
年
1
回

接
種
で
基
礎
免
疫
と
す
る
。

・
基
礎
免
疫
終
了
後
、
十
五
歳
ま
で
の

人
に
対
し
て
3
年
ご
と
に
追
加
免
疫
と

し
て
1
回
実
施
す
る
。
(
小
学
校
2
年
生

と
5
年
生
、
中
学
校
2
年
生
で
各
小

・

中
学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
。)
な
お
、

三
歳
以
上
で
施
設
等
へ
入
っ
て
い
な
い

幼
児
は
次
の
日
程
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
実
施
日

111 野 山 道

布錨西保育園

松 接
原 方 女 下 倉

極
保 {果 {呆 {果 {呆

場
育 育 育 育 育

園 図 図 園 国
所

月6 月5 月5 接 第

種 l 
2 20 12 11 111 

接種回日 日 日 ず

開 ω 開 み

6 月5 5 5 月5 月5 
第

月 月 月 2 
9 30 19 15 14 12 

接種回B 日 日 日 日 日
開 6封 開) 同 制 間

マ
受
付
時
間
H
各
日
と
も
午
後
1
時

ω

分
i
2
時
。

マ
料
金
無
料

V
上
記
の
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に

次
の
禁
忌
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

今
回
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
人

で
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ω発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し
い

栄
養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
糸
、
じ
ん
臓
疾
患
、
ま
た

は
肝
臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧

(8) 

。診療時聞は、いずれも午

前9時から午後5時まで。

5
月一

才
一「
水区

-
E
Z
一
新
金
屋

ぽ
清
一

出
一
森
本
医
院

一
開
始

E
L
l
i
l

3
日
一
白
一
軍
耳

E
E
一
宮
@
1
1
2
5
3

4
日
一
同
一
堀
井
医
院
一
時
白
)
l
)

)

4
-f
一
任
一
割
チ

E
E
一
宮
@
1
0
1
0
0

5
日
一
町
一
公
牛
豆
完
一
味
)
江

5
日
一
間
一
松
井
医
院
一
U
M
2
1
)
F
L
i

t

、
f
一
。
一
全
4
・

7
E
E
一
宮
@
1
0
7
4
5

日
日
一
回
一
宮
本
医
院
一
問
掛
川
0
1
2
2

8
1
一
均
一除

3
-Z
一
上
村
木

四
日

一同
一
米
沢
医
院
一

U
弥
4
1
7
7
7
F

I

f
--任
一
、?
U
E
E
一
宮
@
i
7
7
7
7

お
日
一
冊
一
船
崎
医
院

一昨
獅
「
汀
沼

l

z

2
f
一
任
一
骨
肉

E
E
一宮
@
1
3
9
1
2

6
月

一0
一
E
E
E
E
一

本

江

川
同
一
回
一
宮
元
医
院
一
例
@
刈

1
3
9
3

め
ら
れ
て
い
る
人
。

ω接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

ω接
種
前
1
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

ω下
痢
を
し
て
い
る
人
。

的
そ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
の
で
、注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
当
日

・
朝
と
昼
の
体
温
は
、
で
き
る
だ
け
自

宅
に
お
い
て
計
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
母
子
手
帳
、
印
鑑
持
参
の
こ
と
。
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V
胃
検
診

月6 月5 月5 
2月5 1 
月

10 28 22 
日 日 日 日 日
(必 (7J<) 附 側

生曹t改タン舌 布施酉八ム
魚

i掌 ~ 
11 ノふ、‘j 

民館
民 場

自富

6 
月
5 5 

明i輔申日~ 月 月 月
3 21 14 14 
日 日 日 日

マ
受
付
H
午
前
9
時
i
m
時

マ
料
金
H

一
0
0
0円

⑧
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、
た

ば
こ
、
水
な
ど
一
切
召
し
上
が
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

V
婦
人
検
診

マ
受
付
H
午
後
1
時
i
2
時

マ
料
金
H
九
O
O円

マ
い
づ
れ
の
日
も
併
せ
て
乳
が
ん
検
診

を
行
い
ま
す
。
料
金
日
九
五
O
円
で
す
o

v住
民
検
診

日
年
度
の
一
般
住
民
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
日
時
、
場
所
、
該
当
地
区
な
ど

に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

年
一
回
の
健
康
診
断
は
必
ら
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。

マ
住
民
検
診
日
程

月66 月6 6 
月6 月6 月6 月6 月6 月6 月6 月5* 

3n 5 0 3月5 0 3月5 0 
月5 月5 月5 月5 月5 i月

6 1 4 4 1 3 2 1 2 2 130 28 27 20 16 1 15 9 
日 ω 日 日 (1日d { 日村 日 日 日 開日 日 ω 日 日 日 (村日 日 日 B 日 日 日1翁 t制 (刈 例) 開 日泊 t錨 ω (刈 (刈 世出 併4 ω 

3品会、〉0午4 3後会0〉時3分101 時3r臨分F 0 肱1h0P午時羽阿2g〉q 3時分3O0午時3分t室h 0 時3分1:02時3詰分9 0 時午後3t詰略3分9 0 時32 午分後 B時3分自8I午前時3分lo 0 崎13岡時話分9 略? 午時後5 E 時3 g時後1 1 F 時3分1目81午前時3分1 0 0 時間1時午前却分9 u 時午後31鈎'前略分9 F 3時分3i0時3午f分1 長0 時3分3。a午時3分後1 0 
時

" I " 

1111 

袋公民自官

u 

持光寺民館公

石

上F館方A 民S一F 坪野小学校
農野協支所方F 新大梅寺A 民館ふ

t峰地団草

官民館
蛇民館図~ 石極Fペ民館ι:J. 、軍本国( 

布里館西民 野民館長号公l 

同4

S海民館A JK 凶 " 神諏訪社
lJ 

義宅勝111 
民a 検

t研修~品， 
一石垣平

寺
格一毛{ 

会

t島
@ @ @ @ @ @ @ @ @ @ ⑮ 

⑧
H
結
核
検
診
に
併
せ
て
成
人
病
検
診

を
行
い
ま
す
。

V
総
合
検
診
実
施
の
お
知
ら
せ

月6 月5 月5 月5 月

3 30 28 27 
日

(刈日 幽日 (村日 (刈臼

;時ι言E午時前10 午"M守7S予f"午時f3 ? 2 キ 盃品よ 午岳哩4品後。 2 時問10 受付時間

河野'学校j 、 車fsp鈍i in 舘電西民 館 ，長弓公民p l 場
}リr

1'1: 検1液fil検l友・検炎・底眼・T図1・2定心 圧抑101l 内検
世甘E事.，..会

-
期
間
H
4
年
以
内

(す
え
置
な
し
・

元
利
的
等
償
還
)

・
保
証
人
H
1
名
以
上

.
保
証
料
H
M
%

マ
日
時
H
5月
初
日
開
午
後
1
時
初
分

マ
場
所
H
上
村
木
魚
津
商
工
会
議
所

マ
演
題
H
「高
年
齢
者
の
活
用
を
中
心
と

し
た
労
務
管
理
」

マ
講
師
H
労
務
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

佐
々
木
力
氏

マ
対
象
H
市
内
の
労
働
者

・
使
用
者

マ
定
員
日
初
名

マ
受
講
料
日
無
料

マ
主
催
H
魚
津
市

マ
受
講
希
望
者
は
、
市
役
所
商
工
観
光

課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

内
職
の
み
な
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
ノ
.

5
月
幻
日
か
ら
家
内
労
働
旬
間

労
働
省
で
は
、
家
内

労
働
者
(
内
職
を
し
て

い
る
人
)
の
労
働
条
件

の
向
上
を
は
か
る
た
め

に
委
託
者
(
仕
事
を
出

し
て
い
る
人
)
と
家
内

労
働
者
の
双
方
が
、
そ

の
内
容
を
正
し
く
守
っ

て
い
る
か
を
確
認
す
る

目
的
で
、
毎
年
5
月
幻
日
か
ら
5
月
白

日
ま
で
を
{
不
内
労
働
旬
間
と
定
め
て
い

ま
す
。

マ
内
戦
を
し
て
い
る
人
は
、
家
内
労
働

手
帳
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
。

工
賃
の
支
払
方
法
や
納
品
の
取
扱
い

等
の
条
件
を
明
ら
か
に
し
、
内
職
の

数
量

・
単
価
及
び
受
払
い
を
-
記
入
す

る
も
の
で
す
。

マ
工
賃
は
、
現
金
で
そ
の
金
額
を

一か

月
以
内
に
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

マ
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ

、っ
。
プ
レ
ス
機
械
・
研
削
盤
な
ど
の
危
険

の
多
い
機
械
を
使
う
と
き
は
、
安
全

装
置
が
取
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

物
を
は
り
あ
わ
せ
る
ノ
リ
の
中
に
は

有
機
溶
剤
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が

あ
る
か
ら
、
中
毒
に
か
か
ら
な
い
よ

う
換
気
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
魚
津
労
働
基
準

監
督
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(9) 
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-
み
な
さ
ん
/
市
民
交
通
傷
害

保
険
に
加
入
さ
れ
ま
し
た
か

こ
の
傷
害
保
険
は
、
わ
ず
か
な
掛
金

で
思
わ
ぬ
救
に
な
り
ま
す
。
万
一
の
事

故
に
そ
な
え
家
族
ぐ
る
み
で
、
加
入
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

説
明
資
料
は
、
ご
家
庭
に
配
布
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
も
う
一
度
目
を
通
し

て
く
だ
さ
い
。
資
料
が
な
く
な
り
く
わ

し
く
知
り
た
い
方
は
、
生
活
環
境
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
先

l
生
活
環
境
課

マ
掛
金
は

l
一
人
一
口
年
額
捌
円

(
4

月
加
入
)
で
、
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

保
険
の
支
払
額
は
、
臣
事
同
一
口
で
、

別
万
円
(
二
口
の
場
合
は
削
万
円
)
で

す
。
け
が
を
し
て
、
医
師
の
治
療
を
受

け
た
と
き
、
6
か
月
以
上
の
場
合
は
ロ

万
円
。
ま
た
一
週
間
以
上
1
か
月
未
満

の
場
合
は
、

1
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
第
3
回
魚
津
市
民
手
話
教
室

6
月

4
日
1
7
月
2
日

毎
週
水
曜
日

マ
時
間
午
後
6
時
ぬ
分
1
8時

マ
会
場
市
民
会
館

マ
定
員
印
名

マ
受
講
料
無
料

指
導
手
話
サ
ー
ク
ル
H

た
ん
ぽ
ぽ
。

申
込
み
は
、
市
役
所
社
会
福
祉
課

福
祉
係

(g
n
l
2
2
0
0
・
内
線

2
2
0
)
ま
で
。

-
し
尿
く
み
取
り
集
金
委
託
者

日
年
度
の
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の

集
金
を
、
次
の
方
に
委
託
し
ま
し
た
。

。
浜
住
洋
子
。
高
橋
美
恵
子
。
油

本
ふ
み
。
朝
野
松
校
。
法
原
ち
え

子
。
沼
田
藤
代
。
石
川
利
子
。

高
瀬
容
子

O
寺
田
せ
っ
。
村
上
清

作
。
中
島
尚
子
。
中
島
千
恵
子

。
山
城
定
一

O
貫
和
ヤ
イ
コ

。
沢

泉
キ
ク
エ
。
横
川
事
己

-
身
体
障
害
者
巡
回
相
談

ま
だ
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
で

な
い
方
や
、
手
帳
を
持
っ
て
い
て
も
、

等
級
が
変
わ
っ
た
か
な
と
思
わ
れ
る
方

は
是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。
当
日
、
診

断
や
、
健
康
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

日
時

5
月
日
日

ω

午
後
1
時
1
4
時

百
楽
荘

会
場

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
し
物

iij 
1lli 
し

物
、トソ

名

時;午千時( 日日1) 月6 時6午後智見出;iF 日時
冨回、 量当円一売前 無料 慧

自事 理議 劇場ゃこ づおおう 議所 青年問
主
{雀
者

-
あ
ゆ
投
網
・
て
ん
か
ら
網

県
知
事
許
可
証
の
更
新
申
請

県
知
事
許
可
証
の
更
新
手
続
き
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一
、
申
請
期
間
(
期
間
厳
守
)
5
月
8

日
1
5月
日
日
ま
で

二
、
持
参
す
る
も
の

1
印
鑑
、
旧
許
可

証
三
、
申
請
場
所

市
役
所
水
産
課

(
手
続
き
用
紙
は
、
水
産
課
に
あ
り
ま

す
。)

-
花
と
緑
で
美
し
く
す
る
運

動
砂
花
首
の
即
売
会
。

中
央
公
民
館
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
そ
の

一
環
と
し
て
次
の
よ
う
な
即
売
会
を
企

画
し
ま
し
た
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
希
望
の
方
は
、
早
め
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
な
お
当
日
は
、
花
苗
の
育

て
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

5
月
幻
日
附

午
前
9
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

会
場
市
立
図
書
館
前

花
の
種
類
サ
ル
ビ
ア

・
マ
リ
l
ゴ
l

ル
ド
等
十
二
種
類
ぐ
ら
い

-
婦
人
市
民
大
学
講
座
(第
5
回
)

5
月

m日
肘

午
後
1
時
ぬ
分
i
3
時
初
分

村
木
公
民
館

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

産
業
・
教
育
研
究
室
長

木
村
浩
一
氏

テ
ー
マ
「
洗
剤
と
洗
浄
」

定
員
印
名
(
先
着
順

・
入
場
無
料
)

日
時

講場
師所

協主
賛催

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
校

魚
津
市
整
同
委
員
会

魚
津
市
連
合
婦
人
会

魚
津
商
工
会
議
所

新
川
青
年
会
議
所

新
川
経
済
倶
楽
部

。。

-
く
ら
し
の
一
日
教
室
開
催

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の

よ
う
に
教
室
を
聞
き
ま
す
。

富山 富山 富山 富山 富山 富山 場~三h 

1日6月9 官月 1日5月7 1日7月6 2日0月5 1日5月4 
月

日

び方被周の選と良輯新維いしgii TらしれEから基の動さ 主雲
える石け鍔合成 -r 

'7 

童f書Zi : i E i 車i:車里Ei Fi iB 重i量iE? 議師 l 

富
山
市
新
総
曲
輪

4
-

m富
山
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

8
0
7
6
4
ーロ
|
2
9
4
9

マ
申
込
み
先
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-
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
の
募
集

青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
で
は
、
日

年
度
春
の
隊
員
を
次
の
よ
う
に
募
集
し

て
い
ま
す
。

一
、
資
格

却
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の
青
年

男
女
で
、
中
堅
程
度
の
技
術

技
能
を
有
す
る
人
。

一
、
派
遣
先
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中

近
東
・
中
南
米
・
南
太
平
洋

の
開
発
途
上
の
国
々
。

一、
派
遣
期
間

2
年
間

一、
願
書
締
切
り

5
月
担
日

一、
応
募
説
明
会

5
月
日
日
同

県
民
会
館
抑
号
室

午
後
1
時
か
ら

一、
問
い
合
わ
せ
先
富
山
県
総
務
部
総

務
課
外
事
係

告
側
1
4
1
1

内
線
3
3
5
番

-
ベ
ッ
ト
の
マ
ナ
l

可"

" f'¥.、I〆

ラ!マ
;~ 司、ul h 

~. "'W 

公
園
や
道
路
で
の
、
犬
の
散
歩
を
さ

れ
る
時
に
、
飼
主
の
方
は
「
ふ
ん
」
の
仕

末
を
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
、
公
園
な
ど
の
清
掃
を
な
さ
る

人
の
身
に
な
っ
て
、
マ
ナ
ー
を
守
り
き

れ
い
な
環
境
づ
く
り
に
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

30，000円

9 ，000" 

20，000 " 

15，000 " 

50，000 " 

30，000 " 

30，000 " 

5，909 " 

60，000 " 

100，000 " 

6，000 " 

63，980 " 

3，000 " 

100，000 " 

25，000 " 

100，000 " 

木馬 1点

寺田弥一住吉

石垣 ヨキ新角川一丁目

日本郷土民謡協会魚津支部松声会

四十野誠一住吉6区

石井竹一友道

海原秀男諏訪町

野村直子(藤間山緑)六郎丸

魚津市教育委員会

小塚美津子 東京都港区南麻布

河北圭子中央通り一丁目

野方保育園職員一同

北陸電力(楠魚津営業所 1
魚津電力所 }

新金屋婦人会j

友田道治新角川二丁目

遠藤かをる 文化町

吉森 栄

寺崎達二

匿名

末広町

ベビー服 7点

-
弱
年
度
第
一
次
自
衛
官
募
集

一
、
採
用
目
標
数

二
等
陸
士
:
:
:
:
:
:
初
名

二
等
空
士
:
:
:
:
:
:
叩
名

二
等
海
士
j
i
-
-
:
:
5
名

一、
募
集
期
間

日
年
4
月
1
日
か
ら
6
月
初
日
ま

で。

一、
資
格
年
齢
満
四
歳
か
ら
お
歳
ま
で
。

一
、
待
遇

O
初

任

給

八

八

、四
O
O円

現
物
給
与
四
一
、
四
二
五
円

実
質
給
与
三
一
九
、
八
二
五
円

。

賞

与

年

間

四

・九
か
月
分

O
各
種
専
門
技
術
の
習
得
可
鵠

O
夜
間
大
学
通
信
教
育
受
講
可
鵠

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
市

民
課
又
は
、
自
衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所

へ。

g
u
l
l
0
3
6

-
便
利
な
「
電
報
電
話
ガ
イ
ド
」

電
電
公
社
で
は
、
電
話
帳
の
発
行
と

合
わ
せ
て
、
暮
ら
し
に
役
立
つ
「
電
報

電
話
ガ
イ
ド
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
ガ
イ
ド
」
は
小
冊
子
な
が
ら
内

容
は
、
公
共
機
関
な
ど
の
電
話
番
号
を

は
じ
め
、
各
種
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
、

毎
月
の
電
話
料
金
の
し
く
み
、
便
利
な

電
話
の
い
ろ
い
ろ
な
ど
、
役
立
つ
情
報

が
い
っ
ぱ
い
の
編
集
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
「
ぜ
ひ
、
ご
利
用
を
」
と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
魚
津
電
報
電
話
局

-
L
P
ガ
ス
の
保
安
点
検

5
月
中
の
L
P
ガ
ス
消
費
設
備
の
保

安
点
検
は
、
次
の
地
区
で
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
下
地
区
:・
本
新
・
本
新
町

・

末
広
町

・
緑
町

・
村
木
町

点
検
に
は
、
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会

魚
津
支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員

39湾総やド
軽自動車税

納期限

5月31日

が
伺
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ

ン
タ
ー
へ
、
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

宮

μー

5
3
4
0

-
電
気
配
線
無
料
診
断

5
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

上
口

・
住
吉

・
三
ケ

・
町
三
ケ

・
川
縁

川
原

・
弥
源
寺

・
慶
野

・
吉
野

く
わ
し
い
こ
と
は
次
へ
ど
う
ぞ

北
陸
電
気
保
安
協
会
魚
津
事
務
所
(
新

金
屋
一
丁
目
北
陸
電
力
魚
津
営
業
所
内
)

g
n
l
1
6
5
5
 

魚津市農業協同組合総務部長
釈迦堂毎日新聞10部3ヶ月

石田婦人会 お菓子50袋

谷川 俊子中央通り二丁目
ソフトオムツ50キ文セッケン20コ

島津こと本江 みかん 3箱

鍛治信行六郎丸 衣類

さそう家具庖 駅前新町 30，000円

井川製材所上村木 30，000 " 

金山工務庖 友道 50，000 " 

梅原聖彦諏訪町 5，000 " 

くらしのセンター和多屋 吉島 30，000 " 

日本海電業(附新金屋 150，000 " 

北陸漉青工業(槻住吉 20，000 " 

(有)三共設備北鬼江 200，000 " 

愛宕工務庖新角川 50，000 " 

あいざわ木工(捕上村木 20，000 " 

八倉巻義忠滑、三ケ 2，000 " 

早月生コン(捕滑、大島 35，000 " 

(附小杉砕石所村木町 35，000 " 

河上金物庖 富 、舘出町 20，000 " 

森田工務末広町 30，000 " 

ユウホー設備側 釈迦堂 100，000 " 

明光産業側富、小泉町北部 25，000 " 

(附石崎建材社横枕 25，000 " 

吉森硝子友道 20，000 " 

浄泉寺上市町東江上 5，000 " 

(槻富山銀行 中央通り 100，000 " 

浦崎きく 経団東町 100，000 " 

木下与助末広町 100，000 " 

。1)



第三種郵便物認可昭和55年 5月1日発行広報うおづあなたと市政をむすぷ

その(38)ふるさとの文化財

(_I 

さ
わ
や
か
な
若
葉
の
季
節
。
山
の
緑

に
も
初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ
ろ
で
す
。

5
月
の
風
物
詩
と
い
え
ば
、
水
の
ひ
か

れ
た
田
ん
ぼ
に
う
ね
う
ね
と
続
く
青
い

角
川
が
小
高
い
大
光
寺
の
川
岸
を
削
早
苗
。
目
に
し
み
る
よ
う
な
美
し
さ
で

る
と
こ
ろ
、
そ
こ
が
大
光
寺
遺
跡
で
あ
す
。
け
れ
ど
も
農
家
に
と
っ
て
は
、
こ

る
。
こ
こ
は
火
焔
土
器
で
名
高
い
新
潟
の
時
期
が
描
の
手
も
借
り
た
い
く
ら
い

県
の
馬
高
式
土
器
を
掘
り
出
し
て
有
名
の
忙
し
さ
と
な
り
ま
す
。

に
な
っ
た
。
カ
メ
の
ふ
ち
が
鶏
芯
か
、
一
年
の
う
ち
で
も
最
も
気
候
に
恵
ま

火
焔
の
よ
う
に
燃
え
あ
が
っ
て
い
る
。
れ
た
こ
の
季
節
に
は
、
自
然
を
求
め
て

そ
の
外
、
奥
羽
の
大
木
式
土
器
な
ど
も
野
山
を
歩
き
回
る
と
か
、
軽
い
運
動
に

出
土
し
、
北
方
文
化
と
の
交
流
を
考
え
汗
を
流
す
の
も
気
持
ち
の
良
い
も
の
で

さ
せ
る
遺
物
が
多
い
。
こ
の
あ
た
り
は
し
よ
う
。

海
岸
に
近
く
、
三

0
0
0
1
四
0
0
0

広
報
「
う
お
づ
」
に
つ
い
て
の
、
ご

年
前
か
ら
大
体
平
担
部
で
、
越
中
、
越

…
意
見
、
ご
要
望
は
、
企
画
広
報
室
(
市

後
の
交
通
の
要
路
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

民

相
談
室

)
g
nー

2
2
0
0
H内
線

出
土
品
は
天
神
山
の
歴
史
民
俗
資
料
館

2
3
8
ま
で
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

大
光
寺
遺
跡

史

魚
津
市
大
光
寺

電
鉄
魚
津
駅
よ
り
徒
歩
日
分

所
有
者
又

は
管
理
者

所

在

色
("津
市

春
寒
し

出
土
の
査
の

縄
の
文

紫

紅
跡、

編集予

(12) 

の人 口
(3月末現在)

200. 75knt 

7.9km 

13，021 

23，998人

25，867人

49，865人

印刷/魚津印刷株式会社

市

市の面 積

海岸線

世格数

人口(男)

(女)

計

編集/企画広報室


